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•ソフトウェアのセットアップ

•データベースの作成
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・SQL Serverからの移行アセスメント
・MySQLからの移行相談

・PostgreSQLからの移行相談
・Accessからの移行アセスメント

・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談

・パフォーマンス・クリニック
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Oracle Databaseの構成

• データベースのインストール
• Oracle Databaseソフトウェアのインストール

• データベースの作成
• 「インスタンス＋データベース」のセットの作成
• インストール済みのサーバーに、複数のデータベースを作成する
ことが可能

データベース・サーバー

メモリ

プロセス群

ファイル群

メモリ

プロセス群

ファイル群
データベース データベース

ソフトウェア
ファイル
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本セミナーにおけるソフトウェア構成

• オペレーティングシステム：Microsoft Windows 2003 + 
Service Pack1

• RDBMS：Oracle Database 11g Release 1 Enterprise 
Edition for Windows

※構成要件(OSなど)によっては本セミナーと異なる要件や手順でインストールを
する場合があります
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Oracle Databaseには以下のシステム要件があります

• メモリー要件：Database Controlを使用するインスタンス用に１GB
• ディスク要件

• 1.5GBのスワップ領域
• /tmpディレクトリ内に400MBのディスク領域
• Oracleソフトウェア用に1.2GB（オプション）
• フラッシュリカバリ領域用に2.4GB（オプション）

• オペレーティングシステム

• 最新の情報は以下URLよりご確認ください　　
http://www.oracle.com/technology/support/metalink/index.html
　　(要：サポートアカウント) 
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ドキュメントを用意します

• Oracle Database　インストーレーション・ガイド　11ｇ
　リリース1(11.1) for Microsoft Windows

• Oracle Database リリース・ノート 11g
リリース 1(11.1) for Microsoft Windows

• Oracle Database プラットフォーム・ガイド 11g
リリー 1(11.1) for Microsoft Windows

上記の資料は以下のURLにあります
http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/
products/oracle11g/111/index.html#win 
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Oracle ソフトウェアのインストール

1.管理者権限を持つユーザーでWindows OSにログイン
2.Oracle Universal Installerを起動

Oracle Universal Installer (OUI)
Oracleソフトウェアやオプションをインストール/削除などを行うためのGUIツール

製品メディアDVDをセットもしくはダウンロードしたソフトウェアを展開し、
databaseフォルダ以下のsetup.exeをダブルクリックします
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インストール方法を選択します

同時にデータベースを作成可能

①インストールタイプ選択
•Enterprise Edition
•Standard Edition
•Personal Edition
•カスタム

Oracleベース：
OFA用のOracleディレクトリ構造
のベース

Oracleホーム：
Oracleソフトウェアが格納されて
いるディレクトリ

②クリック
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インストール要件のチェック及び構成の確認をします

①クリック

②クリック
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インストールを実行します

②クリック

①クリック
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・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談

・パフォーマンス・クリニック
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データベースのアクセスの流れ

クライアント

①接続要求

データベース・サーバー

ユーザー
プロセス

リスナー

サーバー
プロセス

データベース

②接続

リスナーはDBCAを使用してEnterprise Managerを構成する前に構成しておく必要があります
※ DBCA：データベースをGUIで作成するツール

クライアントがデータベースに接続するまでの手順

①リスナーに接続

②リスナーがデータベースに結びつける

③ユーザープロセス・サーバープロセスで通信が行われる

③接続確立
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Net Configuration Assistantを起動します

プログラム→Oracle→コンフィギュレーション及び移行ツール→Net Configuration Assistant

クリック

Net Configuration Assistant (Net CA) ： GUIによるネットワーク構成ツール
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リスナー構成を選択し、追加の処理を選びます

②クリック ④クリック

①選択

③選択
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リスナー名を入力し、プロトコルを選択します

①リスナー名を入力
(デフォルトではLISTENER)

②クリック

③使用するプロトコルを追加

④クリック
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リスナーが使用するポート番号を決めます

②チェック

①選択
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リスナーが起動状況を確認します

リスナーステータス確認コマンド

→lsnrctl status 

リスナー起動コマンド

→lsnrctl start
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データベースの構成

インスタンス識別子
SID
orcl

クライアント
①接続要求 メモリ

プロセス群

ファイル群

リスナー

サーバー
プロセス

②接続

ユーザー
プロセス

• SID
• SID(System IDentifer) ≒ インスタンス名
• 同一サーバ内に複数DBを作成する際はマシン内で一意になるよ
うにする

• グローバル・データベース名
• 分散データベース環境でデータベースを識別するために使用
• ネットワークで一意になるようにする
• 通常はSID + ドメイン名にすることが多い
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データベースには2通りの作成方法があります

• データベースを作成する方法
• SQL文を使用してコマンドにて作成する方法
• DBCA (Database Configuration Assistant)というGUIツールを利用し
て作成する方法

DBCA (Database Configuration Assistant)

データベースの作成や削除、構成の変更、データベースのテンプレートを
作成するためのツール

本セミナーでは、DBCAを用いて
データベースを作成します
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DBCAを起動
　スタート→プログラム→Oracle→コンフィグレーション
→Database Configuration Assistant

DBCAを起動します

クリック
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データベースの作成を選択します

②クリック

①選択
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データベースのテンプレートを選択します

①選択 テンプレートの選択基準

汎用またはトランザクション処理

→多くのユーザーの多数のトランザクションを同時処理できる

データウェアハウス

→複雑な問い合わせが行われ、大量のデータを処理できる

カスタム

→柔軟にデータベースを定義することができる

②クリック
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データベース識別情報を入力します

複数のDBを同一サーバー内に作る際は、
マシン内で一意になるように設定

クリック

グローバル・データベース
名を入力すると、最初の
ピリオドまでがSIDに入力
されます
（SID.ドメイン名が基本）



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 25

管理オプションを選択します

※リスナーを事前に構成していないと次へ進めません
①選択

②選択
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データベース資格証明を決めます

別の管理パスワードを使用
SYS,SYSTEM,DBSNMP,
SYSMAN個別にパスワード
を設定

すべてのアカウントに同じ管
理パスワードを使用
上記の4ユーザー・アカウント
に対して同じパスワードを設
定※11gではパスワード設定の際、

大文字小文字を区別します

②クリック

①選択
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記憶域オプションを選択します
①選択

記憶域メカニズム選択

ファイルシステム

→データベースファイルが格納されるディレクトリパスを指定できます

自動ストレージ管理(ASM)

→Oracle Databaseがデータベースファイルの配置とネーミングを自動的に管理します

RAWデバイス

→Oracle DatabaseにRAWデバイスと呼ばれるフォーマットされていない物理ディスク領域を
割り当てることで、OSのファイルシステムの外部にあるストレージデバイスを管理できます
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Automatic Storage Management（ASM）
• 10gから導入された領域の自動管理機能
• ディスクの構成を仮想化

• ディスクの物理的な配置やサイズを意識する必要がない
• オンラインで、ディスクの追加や削除が可能

• ストライピング/ミラーリングが可能
• ストライピング→アクセスが分散され、特定のディスクにアクセスが集中しない
• ミラーリング→ひとつのディスクが障害にあっっても処理の継続が可能（障害対策）
（設定により「なし」or「２重」or「３重」のミラーリングが可能）

１ 2 3 4

ストライピング

4 1 2 3

ミラーリング

ディスク・グループ

RDBMS
たくさんのディスクを仮想
化して一つの領域として
扱う
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データベースファイルの位置を指定します

①選択

データベースファイル位置の指定

テンプレートのデータベースファイル位置を使用

→DBCAはテンプレートに設定されているディレクトリ情報を使用します

すべてのデータベースファイルに対して共通の位置を使用

→すべてのデータベースファイルは指定した場所に作成されます

Oracle Managed Filesの使用

→データベースファイルの管理をデータベースに完全に委任します

②クリック
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データベース・ファイルの位置

• Oracle Managed Files
• 9iから導入された領域の管理機能
• パラメータで指定したフォルダにデータベース・ファイルを集中させ、
ファイル名やサイズをOracleが自動管理する機能

• 表領域の作成時に表領域名のみ指定すればよい
• DROPした表領域に属するデータ・ファイルが自動削除される

• ディスク一本で収まる小規模システム、管理を楽にしたいパッケージソフト
のバックエンドDB向け

• 領域の分散ができないため、ASMと併用し、ストレージ側で負荷分散を
行うと効果的

D:¥oracle¥oradata¥data D:¥oracle¥oradata¥other

データ・ファイル 制御ファイル
REDOログ・
ファイル

　DB_CREATE_FILE_DEST=’D:¥oracle¥oradata¥data ’
DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_1= ’D:¥oracle¥oradata¥other ’
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リカバリ構成を設定します

アーカイブログモードに設定可

②クリック

①選択
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リカバリ・オプションの設定

• フラッシュ･リカバリ領域
• 10gから導入されたバックアップ・リカバリ用の領域
• フラッシュ・リカバリ領域に取得したバックアップは自動管理されるため
フラッシュ・リカバリ領域を使用することが推奨

• 領域の使用率をEnterprise Managerから確認できる
• バックアップの保存期間を指定することにより、保存期間を過ぎた
古いバックアップを上書き可能

• Enterprise Editionではフラッシュ･リカバリの機能のために使用
• フラッシュバック・データベース

• アーカイブの有効化
• アーカイブ・ログを出力

• REDOログ（変更履歴ログ）のコピー
• 障害直前までの復旧が可能
• 部分バックアップ、オンラインバックアップが可能
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5553

53

データベース運用モード

循環して
REDOログを
上書き

REDOログファイル

52

53

54

ノー・アーカイブ･ログ モード

REDOログを
上書き前に
アーカイブするREDOログファイル

52

54

54

アーカイブ・
REDOログファイル

アーカイブ･ログ モード

55

ログ順序番号

55

5356

55

循環して
上書き

循環して
上書き
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データベースコンテンツを作成します

カスタム・スクリプトタグ
データベース作成後に実
行する一つ以上のSQLス
クリプトを指定できます

②クリック

①サンプルスキーマ表領域を作
成するためにチェックをいれます
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メモリーの管理方法を設定します

②クリック

①選択
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自動メモリー管理

OS Memory

SGA

PGA

OS Memory

SGA

PGA

OS Memory

SGA

PGA

自動チューニング ALTER SYSTEM SET MEMORY_TARGET=...

MEMORY_TARGET

MEMORY_MAX_TARGET

OSメモリー

自動メモリー管理

インスタンスに割り当てられたメモリー内で、SGAとPGAの間で必要に
応じて動的に再割り当てを行えます
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自動メモリー管理の進化

PGA
pga_aggregate_target

バッファキャッシュ

db_cache_size

共有プール

shared_pool_size

REDOログバッファ
log_buffer_size

Javaプール
java_pool_size
ラージプール

large_pool_size

PGA
pga_aggregate_target

SGA
sga_target

REDOログバッファ
log_buffer_size

バッファキャッシュ

db_block_buffers

共有プール

shared_pool_size

REDOログバッファ
log_buffer_size

Javaプール
java_pool_size
ラージプール

large_pool_size

sort_area_size

create_bitmap_area_size

hash_area_size
bitmap_merge_area_size

SGA
memory_target

PGA

REDOログバッファ
log_buffer_size

37
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メモリーの管理方法を設定します

SGAとPGAをそれぞれ指定することもできます
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メモリーの管理方法を設定します

手動でメモリーサイズを設定することも可能です
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ブロックサイズとユーザープロセス最大数を指定します

※事前構成テンプレー
トを使用したときは、指
定できません

②クリック

①選択
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データベースで使用するキャラクタセットを定義します
選択
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サーバープロセスの設定をします
①選択

②クリック
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セキュリティの設定選びます

②クリック

①選択
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自動メンテナンスタスクを有効化します

②クリック

①選択
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データベース記憶域を確認・変更します

クリック
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データベースの作成します

テンプレートとして保存
することも可能です

②クリック

①選択
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データベースの構成情報を確認し、作成を実行します

クリック
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データベースの作成完了を確認します

クリック
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Enterprise Manager Database Console
Enterprise Manager Database Console (以下EM)：Oracle Databaseを
管理するためのGUIツール
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Enterprise Manager Database Console

Database Control

Grid Control

Agent

Grid Control
（管理コンソール）

リポジトリ
（情報の格納先）管理サーバー

Agent Agent Agent Agent

複数のOracle製品や
ホストを集中管理

ひとつの
データベースを管理
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EMを使うためにOSの設定を行います

• Windows OSの設定
• システム環境変数%TEMP%,%TMP%で指定されているディレクトリへ
の権限をEM用のOSユーザーに付与

• 「バッチジョブとしてログオン権限」をEM用のOSユーザーに付与
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TEMPディレクトリへの権限付与をします

環境変数設定画面表示方法

「マイコンピュータ」を右クリックし
プロパティをクリック→「詳細設
定タブ」の「環境変数」のボタン
をクリック
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TEMPディレクトリへの権限付与をします

クリック

権限付与手順

①C:¥WINDOWS¥TEMPフォル
ダを右クリック

②プロパティの「セキュリティ」タ
ブを開く

③EMを使うOSユーザにアクセス
許可をする
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「バッチジョブとしてログオン権限」を付与します

「スタート」→「コントロールパ
ネル」→「管理ツール」→「ロー
カルセキュリティポリシー」で
開けます

①「セキュリティの設定」→「ローカルポ
リシー」→「ユーザ権利の割り当て」を
たどり、「バッチジョブとしてログオン」を
選択

②EMを使用するOSユーザーを追加し
ます
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EMの起動状況を確認します

　Oracle Enterprise Manager 11g is not running と
表示されたら、Database Controlは起動していません

①データベースを稼動させるために、コマンド
プロンプトで環境変数ORACLE_SIDを設定します

②EMが起動しているか確認します
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EMを起動します

EMを起動させるためには、左にあ
るようにコマンド画面で入力します

②EMが起動しているか確認します
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ブラウザを起動してEMにアクセスします
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Enterprise Manager Database Consoleにログイン
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Database Console ホーム画面
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データベースの状態は４種類あります

SHUTDOWN

NOMOUNT

MOUNT

OPEN

データベースノーマウント状態
(インスタンス起動)

データベースダウン状態
(データベース停止)

データベースマウント状態
(制御ファイルオープン)

データベース起動状態
(全ファイルオープン)
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データベースを停止します

②クリック

①ホスト資格証明及び
データベース資格証明
を入力
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Database Console ホーム画面

クリック
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データベースを起動します

②クリック

①ホスト資格証明及び
データベース資格証明
を入力
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データベースが起動しているのが確認できます



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 66

まとめ

データベースの推奨構築方法

①OUIよりOracle ソフトウェアをインストールする
②Net CAよりリスナーを構成する
③DBCAよりデータベースを構成する
④EMでOracle Databaseを管理する

GUI上でOracle Databaseを
構築できる!
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【タイトル】年末カレンダー応募
【必要情報】
１、ご登録の氏名
２、ご登録の貴社名、所属部署名
３、受講された2009年11月・12月開催のセミナタイトル
４、現在ご検討中のシステムについてなど、Oracle Directに相談されたい
　　ことなどございましたら記載ください。

年末ダイセミ受講感謝キャンペーン

　　　　Oracle Direct Seminarを御愛護頂き、誠にありがとうございます。感謝の気持ち
を込めまして、合計100名様にWendy2010年版カレンダーをプレゼントいたします。11
月・12月に開催のダイセミを2つ以上受講頂いた方が対象です。是非皆様奮ってご応募
下さい!!

応募方法応募方法 ORD_SEMINAR_JP@ORACLE.COM

必要情報を明記のうえ、メールで
ご応募ください。当選者の発表は
発送をもってかえさせて頂きます。

プレゼントの送付先は、セミナ登録時にご登録されている貴社住所宛てに送付させて頂きます。
お客様の登録情報に、a.貴社名、b.部署名、c.役職名、d.住所が正しく登録されていることをご確認ください。
a,b,c,dの情報が正しく登録されていない場合はご応募が無効となりますのでご注意下さい。
お客様情報の変更はこちらから実施頂けます。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/membership/index.html
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OTNOTN×ダイセミ　でスキルアップ×ダイセミ　でスキルアップ!!!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。　 　
　　ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・技術的な内容について疑問点を解消したい！
・一般的なその解決方法などを知りたい！
・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

セミナーに関連する技術的なご質問は、OTN掲示版の
「データベース一般」へ

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの
「OTNコンテンツ　オン　デマンド」へ

http://www.oracle.com/technology/global/jp/ondemand/otn-seminar/index.html

※セミナ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
　　ダイセミ資料はOTNコンテンツ　オン　デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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運用

構築 設計

IT 企画

経営企画

業務改善計画の作成支援
• 業務診断サービス
• BIアセスメントサービス

システム企画の作成支援
•業務診断サービス
•BIアセスメントサービス

RFP／提案書の作成支援
•BIアセスメントサービス
•メインフレーム資産活用相談サービス
•仮想化アセスメントサービス
•Oracle Database 構成相談サービス
•Oracle Database 高可用性クリニック

システム構築時の道案内
•Access / SQL Serverからの移行
•MySQL / PostgreSQLからの移行
•Oracle Database バージョンアップ支援
•Oracle Developer Webアップグレード
•システム連携アセスメントサービス

システム運用状況の診断
•パフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティ診断サービス
•データ管理最適化サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニュー
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せくださいまずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
　　ログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ　　れて
いる連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096　
※月曜~金曜　9:00~12:00、13:00~18:00

　　（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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